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一
般
社
団
法
人
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
（
以
下
、（
一

社
）
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
）
は
、
二
〇
〇
五
年
、
前
身

の
N
P
O
法
人
時
代
に
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
、

二
〇
一
四
年
か
ら
は
現
組
織
と
し
て
ワ
ー
ク
ル
ー

ル
講
座
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
二
〇
一
九
年
度

は
全
国
で
一
三
二
回
の
講
座
を
実
施
。
二
〇
二
〇

年
度
も
既
に
多
く
の
講
座
依
頼
が
入
っ
て
お
り
、

今
後
も
継
続
的
な
需
要
の
高
ま
り
が
伺
え
ま
す
。

　
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
講
座
は
連
携
す
る
社
会
保
険
労

務
士
が
担
当
し
、専
門
家
の
視
点
を
持
ち
つ
つ
も
、

若
年
層
の
受
講
生
に
労
働
法
の
基
本
的
事
項
を
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
「
わ
か
り
や
す
さ
」
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
就
活
生
向
け
の
講
座
だ
け
で
な

く
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
関
す
る
様
々
な
問
題
も
話
題

と
な
る
昨
今
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
対
策
講
座
の

依
頼
も
増
え
て
い
ま
す
。
最
新
の
ニ
ュ
ー
ス
や
法

令
等
の
情
報
も
取
り
入
れ
た
講
座
で
、
学
生
の
皆

さ
ん
の「
働
く
」を
応
援・サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。　
　
　

　
（
一
社
）
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
で
は
学
生
向
け
講
座

以
外
に
も
、
学
校
現
場
で
学
生
の
相
談
を
受
け
る

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
職
員
向
け
講
座
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
各
校
の
希
望
に
合
わ
せ
、
講
座
の

仕
様
・
内
容
は
全
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
可
能
で
す
。

　
現
在
、（
一
社
）
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
で
は
、
社
会

の
動
き
や
各
学
校
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
要
望
に
合
わ

せ
て
、
①
求
人
票
の
見
方
や
内
定
に
関
す
る
内
容

を
扱
う
「
就
活
生
向
け
講
座
」、
②
労
働
時
間
や

労
働
環
境
、
給
与
明
細
の
見
方
等
を
扱
う
「
内
定

者
向
け
講
座
」、
③
バ
イ
ト
を
す
る
際
の
注
意
点

等
を
伝
え
る
「
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
対
策
講
座
」、

④
学
生
か
ら
の
質
問
に
応
え
る
立
場
の
方
向
け
の

「
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
向
け
講
座
」、
主
に
四
種
類

の
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
講
座
を
依
頼
す
る

大
学
職
員
の
方
か
ら
は
、「
労
働
者
が
関
係
す
る

基
本
的
な
法
律
や
ル
ー
ル
を
学
生
の
う
ち
に
知
っ

て
い
る
の
と
知
ら
な
い
の
で
は
、
い
つ
か
何
か

あ
っ
た
時
の
行
動
に
差
が
出
る
と
思
う
」
と
い
う

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。若
い
世
代
に
と
っ
て
、

今
や
必
修
と
も
言
え
る
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

社
会
人
に
な
る
前
に
働
く
ル
ー
ル

を
知
っ
て
不
安
を
な
く
そ
う
！

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
講
座
は
全
国
の

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
御
用
達
！

講座の規模も数名〜数百名単位と様々。講座終了後
には受講生から個別相談を受けることも多いです。

受講者全員に提供する小さなハンドブックは社会人
になっても必携アイテム。学校名入れも可能です

一般社団法人ワークルールは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

「
働
く
」
こ
と
へ
の
不
安
を
減
ら
し

前
向
き
に
社
会
へ
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い ワ

ー
ク
ル
ー
ル
が
目
指
す

　

５
つ
の
「
持
続
可
能
な
ゴ
ー
ル
」
！

一般社団法人ワークルールでは全国の大学・高校等で
「働く人を取り巻くルールとマナー」の講座を実施中。講座の特徴やポイントをお伝えします！

SDGs の視点と共に、気持ちよく働くためのポイントを伝授

ワークルール講座、全国開催中！

『社会へ羽ばたく若者にワークルー
ルの大切さを伝えていく』をミッ
ションに、全国の大学、高校等で、
働く人を取り巻く法律やマナーに関
する講座を行っている。

不平等を是正し、差別なく働くことができるために必要なワーク
ルール普及活動を推進します。

ワークルール普及活動を持続可能な活動としていくためのパート
ナーシップを活性化させます。

平和で包括的な社会を推進するため、ワークルールを理解して守る
行動をするための機会を提供します。

働きがいのある職業につながる知識を身につける機会を提供する
ため、若者向けのワークルール冊子制作・講座を実施します。

ディーセント・ワーク（働きがいのある人間らしい仕事）を促進す
るために労働者の権利と義務を伝える活動を行います。

一般社団法人ワークルール

ワークルール
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ワークルール
は「SDGs宣言」！

SDGs って何？
「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」
の略称で、2030 年までに達成すべき国際社会共通の 17
の目標が 2015 年 9 月国連で採択されました。政府、自治
体、民間企業の取組だけではなく 2020 年以降、小学校か
ら順次 SDGs が授業で取り上げられ、大学での取組も進
んでいます。



求 人 票
社名 株式会社ワーク出版

本社所在地 静岡県静岡市葵区駒形通 1-3-4

代表者名 労働 太郎

設立 2005 年 4 月

事業内容 高校生・大学生向けワークルール冊子の制作・販売 資本金 3000 万円

従業員数 男性 30 名 / 女性 20 名　　合計 50 名

職務内容 雇用形態 正社員ワークルール冊子の販売

勤務時間 9:00 〜 18:00（休憩 60 分）
一ヶ月単位の変形労働時間制（※①）

初任給 基本給　　　204,800 円
業務手当　　   32,000 円
合計　　　　236,800 円

（備考：業務手当は 20 時間の時間外込。超過分は別途支給）

（簡易的な求人票例です）

■ 試用期間……３ヶ月（本採用と同条件）　　（※④）
■ その他……営業部門は 20 〜 30 代の社員が中心なので、嬉しいこと、辛いことなど何でも
言い合える環境です。
■ 採用・離職状況は下記の通りです

2017 年度
2018 年度
2019 年度

（年度） 採用者数 離職者数

５
２
５

１
１
０

補足事項

勤務予定地 静岡県

職種 営業社会保険 健康保険・厚生年金保険・雇用保険・労災保険

休日・休暇 完全週休２日・年間休日 125 日
夏期冬期休暇、育児休暇制度あり

通勤費 全額支給

昇給 １回賞与 夏・冬２回（前年実績 4.5 ヶ月 / 年間）

ワークの回覧板

② 固定残業代
固定残業代を賃金に含める場合
は「若者雇用促進法」に基づく指
針により、求人票に以下の項目を
すべて明記しなければなりません。

「固定残業代を除いた基本給の額」
「固定残業代に関する労働時間数
と金額の計算方法」「固定残業時
間を超過した分に対して割増賃金
を追加で支払う旨」、この３つの
ポイントをしっかり確認するよう
にしましょう。

④ 試用期間
長期雇用を前提として採用する場
合、人材の適性を確かめるために
設けられる制度です。法律上、期
間に制限はありませんが、就業規
則などに明記する必要があります。
一般的な期間としては、3 ～ 6 ヶ
月が妥当です。試用期間中は賃金、
労働時間などの労働条件が本採用
時と異なるケースもありますので
確認することが必要です。

ワークの回覧板

① 変形労働時間制
労働時間の原則は「1 日 8 時間以
内・1 週 40 時間以内」となって
いますが、業務の都合や季節的繁
忙期などで労働時間が不規則に
なるケースがあります。この場
合、仮に 1 日 10 時間働いたとし
ても 1 週 40 時間（または 1 ヶ月・
1 年の期間を平均して週 40 時間）
になれば法律で認められる制度で
す。

③ 賞与
労働基準法でいうところの賃金で
はありますが、毎月の給料のよう
に必ず支給が義務付けられている
わけではありません。毎月の給料
は、労働者が生活していく上で欠
かせないものとみなされています
が、賞与は違います。したがって
賞与の支払いについて、金額など
の具体的な定めが就業規則などで
決められていなければ、賞与はも
らえない場合もあります。

固定残業代の解説（この場合は「業務手当」です）

「月の労働日数 20 日・１日の労働時間８時間（9:00 〜 18:00 休憩１時間）」の場合、
固定残業代はどうやって算出されるの？
① 月の労働日数を計算
　（1 年 365 日−年間休日 125 日）÷ 12 月 ＝ 20 日（1 ヶ月平均労働日数）
② 時給に換算　　　　　204,800 ÷ 20 日÷８h = 1,280 円
③ 残業単価を計算　　　1,280 円× 1.25( 時間外割増率）＝ 1,600 円
④ 固定残業代を計算　　1,600 円× 20h = 32,000 円
※ 残業時間が 20 時間を超える場合は別途割増賃金が別途支給されることになります

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
式

求
人
票
チ
ェ
ッ
ク

本当に役立つ
４つのポイント

（※②）

（※③）
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ワークルール相談室

社会保険労務士。「労働新聞 実

務相談室室長」を 30 年務める。

現在、相談役。

企業側に学生と良い関係を築いていこうとする姿
勢が感じられ、許容できる質問なら答えても良い
ですが、あまりに唐突でプライベートな質問なら
学生側も冷静に対応する心構えが大事ですね。

（ワークルール講座受講学生コメント）

【相談員】
長谷川央（ひろし）さん

【大学生のひとこと】

「質問の意図を見極めた対応を」

大
学
生
の
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
に
関
す
る
悩
み
に
答
え
ま
す
！

　
採
用
選
考
に
際
し
、個
人
的
な
事
情（
家

族
や
信
条
等
）
を
基
準
と
す
べ
き
で
な
い

点
は
、
憲
法
の
理
念
（
勤
労
権
・
平
等
権

の
保
証
な
ど
）に
照
ら
し
て
も
当
然
で
す
。

行
政
に
よ
る
指
導
徹
底
に
よ
り
企
業
担
当

者
の
理
解
も
深
ま
り
つ
つ
あ
り
、
選
考
用

の
履
歴
書
フ
ォ
ー
ム
等
も
、
一
昔
前
と
比

べ
る
と
記
載
事
項
が
ず
い
ぶ
ん
と
簡
略
化

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
職
業
安
定
法
で
は
「
求
人
者
等
は
、
業

務
の
達
成
に
必
要
な
範
囲
内
で
求
職
者
等

の
個
人
情
報
を
収
集
す
る
」
よ
う
求
め
て

い
て
、
不
適
切
な
情
報
の
例
と
し
て
「
本

籍
・
出
生
地
に
関
す
る
こ
と
（
戸
籍
謄

(

抄)

本
の
提
出
な
ど
）・
家
族
の
職
業
・

収
入
、
人
生
観
、
支
持
政
党
、
購
読
新
聞
、

愛
読
書
」
等
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
企
業
に
は
採
用
の
自
由
（
自

社
の
経
済
活
動
に
と
っ
て
役
立
つ
人
を

選
ぶ
権
利
）
が
あ
り
、「
特
定
の
信
条

を
有
す
る
ゆ
え
を
も
っ
て
雇
入
れ
を
拒

ん
で
も
、
当
然
に
違
法
と
は
で
き
な

い
」
と
す
る
最
高
裁
判
例
も
存
在
し
ま

す
。（
三
菱
樹
脂
採
用
拒
否
事
件 

昭
和

四
八・十
二・十
二
）

　
採
用
面
接
の
場
で
、
家
族
な
ど
に
つ
い

て
質
問
さ
れ
た
と
き
は
、「
話
の
潤
滑
剤
」

的
な
意
味
合
い
な
の
か
、
そ
れ
と
も
担
当

者
に
「
選
別
の
意
図
が
あ
る
」
の
か
を
見

極
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
機
微
に
触
れ

る
よ
う
な
内
容
で
も
、
①
話
し
て
も
構
わ

な
い
こ
と
は
話
す
（
本
人
の
同
意
に
基
づ

く
個
人
情
報
の
提
供
）
②
ど
う
し
て
も
答

え
づ
ら
い
と
き
は
、「
個
人
情
報
に
係
る

内
容
な
の
で
お
答
え
し
な
く
て
も
良
い
で

し
ょ
う
か
？
」
な
ど
と
相
手
方
に
注
意
を

促
す
よ
う
な
方
法
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

れ
で
も
同
種
の
質
問
を
繰
り
返
す
会
社
で

あ
れ
ば
、
求
職
者
側
に
と
っ
て
望
ま
し
い

就
職
先
な
の
か
再
考
す
る
の
が
賢
明
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ 
面
接
試
験
で
家
族
構
成
や
家
族
の
職
業
、
宗
教
に
つ
い

て
聞
か
れ
ま
し
た
。
合
否
に
関
わ
る
の
か
が
気
に
な
り
、
答

え
に
困
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
質
問
に
は
ど
の
よ

う
に
答
え
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

ワークルール相談室

複数内定の友人も、内定辞退する会社への対応に
悩んでしました。会社の人には伝えづらいことな
ので逃げたくなってしまいますが、誠実に伝える
ことで理解を得る学生の姿勢が大事ですね。

（ワークルール講座受講生コメント）

【大学生のひとこと】

「辞退は可能。ただし真摯に誠実に」

　
会
社
が
内
定
を
出
し
て
も
、
学
生
が
現

実
に
入
社
す
る
の
は
半
年
先
の
話
で
す
。

他
社
か
ら
も
っ
と
良
い
オ
フ
ァ
ー
を
受
け

れ
ば
、
そ
の
間
に
辞
退
す
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。「
内
定
応
諾
書
・
入
社
誓
約
書
」

の
提
出
を
求
め
る
の
は
、
会
社
に
し
て
み

れ
ば
自
然
な
自
己
防
衛
策
で
す
。内
定
は
、

「
来
年
四
月
か
ら
働
き
ま
す
（
就
労
の
始

期
の
特
定
）」
ま
た
は
「
来
年
四
月
か
ら

契
約
ル
ー
ル
に
従
い
ま
す
（
効
力
発
生
の

始
期
の
特
定
）」
と
い
う
約
束
（
労
働
契

約
）
で
す
。
契
約
が
成
立
す
れ
ば
、
権
利

を
主
張
で
き
る
と
同
時
に
義
務
も
負
い
ま

す
。
そ
れ
で
は
、誓
約
書
を
提
出
し
た
後
、

辞
退
は
一
切
認
め
ら
れ
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
通
常
の
労
働
契
約
を
結
ぶ
場
合
も
、

「
一
年
間
は
退
職
を
認
め
な
い
」
な
ど
の

条
件
を
付
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
労
働

者
に
は
職
業
選
択
の
自
由
が
あ
り
、
労
基

法
で
も
強
制
労
働
や
賠
償
予
定
の
禁
止
を

規
定
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
一
年
以

内
に
辞
め
た
ら
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
科
す

（
違
約
金
を
求
め
る
）
等
の
契
約
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。
期
間
の
定
め
の
な
い
契
約

の
場
合
、
基
本
的
に
は
「
二
週
間
の
予
告

期
間
を
置
け
ば
自
由
に
解
約
」
で
き
ま
す

（
民
法
六
二
七
条
一
項
）。内
定
段
階
の（
ま

だ
労
務
の
提
供
が
開
始
さ
れ
て
い
な
い
）

労
働
契
約
も
、
道
理
は
同
じ
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
自
ら
提
出
し
た
誓
約
書
を
紙

切
れ
同
様
に
反
故
（
ほ
ご
）
に
し
て
よ
い

と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
著
し
く

信
義
則
に
反
す
る
や
り
方
を
し
て
、
相
手

の
会
社
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
と
、
損
害
賠
償

を
請
求
さ
れ
る
余
地
も
残
り
ま
す
。
社
会

常
識
に
則
り
、
真
摯
に
説
明
を
す
れ
ば
、

相
手
の
会
社
も
納
得
し
て
く
れ
る
は
ず
で

す
。
学
生
サ
イ
ド
も
会
社
サ
イ
ド
も
、
契

約
当
事
者
と
し
て
「
誠
実
な
」
対
応
が
求

め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

Ｑ 

複
数
社
か
ら
内
定
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
一
部
企
業
か

ら
「
内
定
応
諾
書
」
の
提
出
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

書
類
提
出
後
に
内
定
辞
退
す
る
こ
と
は
問
題
な
い
で
し
ょ
う

か
？
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アルバイトの掟②
残業と休憩時間は要チェック！

アルバイトの掟①
労働条件通知書を確認する
働き始める時に労働者に交付しなければならないと
法律で定められている労働条件通知書。口頭の約束
だけではなく自分はどういう条件で働くのか、契約
期間、労働時間、給料、退職に関する事など、必ず
書面で確認しましょう。求人広告と実際の条件が違

アルバイトの掟③
ペナルティそのものを疑え！

アルバイトの掟④
「できない」なら意思表示！

アルバイトの掟⑤
立つ鳥跡を濁さず。

強
制
的
な
シ
フ
ト

パ
ワ
ハ
ラ
に
は

「
Ｎ
Ｏ
」
！

労
働
時
間
は
基
本
の「
キ
」

覚
え
て
損
な
し
！

うというトラブルはよくあります。受
け取った書面はトラブルを防ぐ働く時
のお守り代わりになります。

法律では労働時間は 1 日 8 時間・1 週間 40 時間以内
が原則ですが、この時間を超えて働くと 25% 以上の
割増賃金（残業手当）が支払われます。また、1 日の
労働時間が 6 時間を超えると 45 分以上、8 時間を超
えると 60 分以上の休憩時間が与えられ、自由に利用

することができます。ただし、変形労
働時間制を採用しているケースもあり
ますので就業規則（※）を要チェック。

※「就業規則」……常時 10 人以上の労働者がいる会社は必ず作成。いつでも誰でも確認できる

ブラックバイトの典型的な例として物損やレジの収
支が合わなかった場合にその損益をペナルティとし
て負担させることがあります。労働者の不注意によ
る場合は、その過失の程度に応じて、賠償すること
になりますが、重大な過失がなければ全額賠償まで
する必要はありません。また、あらかじめ損害賠償

アルバイトも有給はアリ！
あなたの周りは……？
2017 年 4 月から 2018 年 12 月までに大学で行われたワークルール講座のアンケートによると、
アルバイト経験者のうち 16% もの人が有給休暇をとったことがあるという回答でした。人手
不足の時代、使用者側も、「《ブラック》というレッテルを貼られることでアルバイトですら採
用できなくなる」「更なる人手不足により業績も赤字になる」という背景もあり、有給休暇の
取得や時給などが雇用形態に限らずアルバイトも優遇されている面があるようです。労働人口
が確実に減ると言われる時代、労使共に働く上でのルールを知り、守ることが重要視されると
言えます。

額を「一律○千円」というように、金
額を定めておくことは法律で禁止され
ています。

ブラックバイトで最も多いケースが「シフトを勝手
に入れられる」という内容です。会社やお店の繁忙
期に人手が欲しいときは多少の融通も必要ですが、

「できない」と思ったらはっきり断る姿勢が大事で
す。一方的にシフトを入れられた結果、大学の単位
を落としてしまったというケースもあり、対応策と
して労働時間などの記録を残す、内容によっては行
政機関などに相談することも必要です。責任感を

もって働くことは大切ですが社会人に
なれば「きちんと断る」能力も重要な
スキル。今から訓練です。

契約期間が定められていなければ原則 14 日前まで
に退職を申し出れば辞められます（例外もあるので
注意）。しかし、使用者は退職の申し出後に求人を
出しても採用までには時間もかかるため、通常は就
業規則で 2 週間から 1 ヶ月前に申し出るよう定めて
あるケースが多く、その内容が合理的であれば従う
必要があります。また、契約期間が定められている
時は契約期間の満了前に退職することは原則として

できません。労働者には辞める権利が
あると同時に守らなくてはならないマ
ナーもあることを覚えておきましょう。

意
外
と
失
敗
す
る

辞
め
る
時
の
マ
ナ
ー

最近流行りの「ブラックバイト」。アルバイトをやるからには知っておきたいことって？最近流行りの「ブラックバイト」。アルバイトをやるからには知っておきたいことって？
一般社団法人ワークルールの由比藤準治さんに聞きました。これがブラック回避５か条だ！一般社団法人ワークルールの由比藤準治さんに聞きました。これがブラック回避５か条だ！

求
人
票
は
広
告

書
面
の
確
認
が
鉄
則
！

実
際
に
バ
イ
ト
に
も
あ
る

怖
〜
い
「
弁
償
の
問
題
」
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ワークルール講座受講学生を対象に、アルバイト実態調査（2017年 4月〜 2018年 12月、計 4521人）
と企業選びに関する調査（2018年 12月〜 2020年 2月、計 2774人）を実施しました

ワークルールが調査！
学生のアルバイト・就活事情

1. アルバイトを始める前に労働条件の説明を受けましたか？

働き始める時に労働者に交付しなければならな
いと法律で定められている労働条件通知書。口
頭で説明を受けるだけでなく、契約期間や労働
時間・給料など書面で確認することが大切です
が、書面でも口頭でも説明を受けたという人
は全体の約 54％、口頭説明のみという人が約
16％でした。受け取った書面は保管しておく
ことでトラブルや疑問がうまれた時に確認する
ことができます。大切に保管しておきましょう。

2. アルバイトをしていて有給休暇を取得したことはありますか？

ワークルール講座の講師を務める社会保険労務士も驚いた
のは有給休暇の取得率。本調査ではアルバイト経験者のう
ち 16% の人が有給休暇を取得したことがあるということ
が分かりました。人手不足の時代だからこそ、学生アルバ
イトにも法律通り有給休暇を付与することによって、優秀
な学生をつなぎとめたいという企業の思いが表れています。

高校生向けテキスト
（A6・28 ページ） 働くあなたに必携！

「知っておきたいワークルールの
基礎知識」
講座テキストとして配布中
３種類から選べます。

大学生向けテキスト
（A6・52 ページ）

キャリアセンター向け
テキスト（A4・60 ページ）

労働時間や残業、社会保険など働く上
での基本的なルールをコンパクトにわ
かりやすく紹介。制作には労働法を学
ぶ大学生も協力。持ち運びや保存しや
すい薄さながら中身は充実！

労働基準法、社会保険制度などを中心
に、働く上で必要なルールや知識をイ
ラスト・図解を取り入れながら紹介。
学校名等の名入れ・デザインの変更も
可能。お気軽にお問い合わせください。

賃金・解雇等に関する法令、会社の労
働契約・就業規則、社会人としての心
得・挨拶などをわかりやすく紹介。同
時に、学生への指導を想定した「ポイ
ント」や「ねらい」も記載しています。

■ 時給の説明のみ　6.6％
■ その他の説明　　1.0％
■ 説明なし　　　　5.3％
■ 覚えていない　　14.1％
■ 未記入　　　　　2.9％

書類＋説明
54.2％

口頭説明のみ
15.9％

3. トラブルに遭った時、または疑問について誰かに相談しましたか？

トラブルや疑問が生じたと回答した 909 人のうち、約 76％
は誰にも相談していないという結果に。一方、相談したと回
答した人の主な相談先は、アルバイト先の社員や同僚・家
族・友人が挙げられます。アルバイトで困ったことや疑問は
国や行政の専門機関でも相談できます。一人で悩まず、まず
は相談してみましょう（主な労働相談窓口の詳細は裏表紙を
チェック！）。

ない
75.7％

ある
18.5％

未記入 5.8％

ない
77.3％

ある
16.0％

未記入 6.7％

4. 企業選びで重視するポイントは何ですか？

学生の企業選びでもっとも重視する項目は安定（1299 人）。続いて、やりたい仕事・職種ができ
る（1116 人）が給与がいい（1095 人）、社風がいい（826）、福利厚生の充実（750）など安心
した生活の中で、ディーセント・ワーク、つまり働きがいのある人間らしい仕事を求める傾向はま
すます強まっているようです。有名な会社（103 人）や周囲の薦めがある（27人）などの項目が
少ないことも特徴。みなさん、自分の仕事は自分の尺度で選びたいと考えているようです。

安定している 1299
給与がいい 1095
有名な会社 103
福利厚生の充実 750
色々な職務経験ができる 85
若手が活躍できる 167
社風がいい 826
男女格差・学歴格差がない 405
今後成長しそうな会社 269
やりたい仕事・職種ができる 1116
休日・休暇が多い 894
転勤がない 326
能力や専門性を活かせる 575
志望職種 310
研修制度が充実している 172
周囲の薦めがある 27
記入なし

※上位 3 位まで選択

17
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神戸大学大学院 法学研究科 教
授。東京大学法学部卒業、同大学
院法学政治学研究科博士課程修
了。法学博士。主な研究テーマは
労働契約論、労働者代表法制。

大内伸哉先生

１限目の先生

わたしが「働きたい」と思う理由
「働く」には、自己欲求・社会欲求・生存欲求といわれる人間の三大欲求が集約されている

もともと人は働きたい生き物なの？ 
労働法の第一人者 大内伸哉先生に聞いた、人と労働の関係性

−−

「
正
社
員
で
あ
れ
ば
安
泰
」
と
い
う
時
代

が
終
わ
り
つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
る
の
に
は
、
ど

の
よ
う
な
背
景
が
あ
り
ま
す
か
？

　
ま
ず
「
正
社
員
と
は
な
に
か
」
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
特
徴
と
し
て
は
、「
終
身
雇
用
」

と
呼
ば
れ
る
長
期
雇
用
が
保
障
さ
れ
ま
す
。
入

社
当
時
は
さ
し
た
る
技
能
が
な
く
て
も
、
五
〜

一
〇
年
か
け
て
企
業
が
育
て
あ
げ
、
一
人
前
の

戦
力
に
し
て
い
き
ま
す
。
企
業
は
正
社
員
を
育

成
す
る
た
め
に
、
最
初
に
投
資
す
る
わ
け
で
す
。

そ
の
た
め
、
長
く
働
い
て
会
社
へ
貢
献
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
終
身
雇
用
や
年
功
序
列
型
賃
金

と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は

正
社
員
の
引
き
止
め
策
な
ん
で
す
。
し
か
し
近

年
、
企
業
に
と
っ
て
、
正
社
員
と
し
て
長
く
つ

な
ぎ
と
め
た
い
と
考
え
た
く
な
る
よ
う
な
人
材

が
ど
れ
ほ
ど
い
る
の
か
が
問
わ
れ
は
じ
め
て
い

ま
す
。

　
少
し
前
ま
で
の
日
本
で
は
、
大
学
を
出
れ
ば

正
社
員
に
な
る
の
が
一
般
的
で
し
た
。
企
業
も
、

個
々
の
労
働
者
に
ど
れ
ほ
ど
の
能
力
が
あ
る
の

か
と
い
う
指
標
を
、
学
歴
と
い
う
外
形
的
な
基

準
を
頼
り
に
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
大
学
全

入
時
代
を
迎
え
た
今
、
大
卒
と
い
う
学
歴
は
一

部
の
一
流
大
学
で
し
か
通
用
し
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
や
今
も
、
大
学
生
や
そ
の
親

た
ち
は
、
正
社
員
に
な
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
は
難
し
く
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
大
卒
と
い
う
学
歴
が
指
標
と
な
ら
な
く

な
り
、
加
え
て
、
現
代
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ

り
企
業
間
の
国
際
競
争
も
激
化
し
て
い
ま
す
。

企
業
は
長
期
的
な
ス
パ
ン
で
物
事
を
考
え
ら
れ

な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
即
戦
力
が
求
め
ら

れ
る
時
代
な
の
で
す
。
と
な
る
と
、
正
社
員
と

は
名
ば
か
り
で
、「
安
泰
」
と
い
え
る
ほ
ど
保

護
が
十
分
で
は
な
い
正
社
員
が
増
え
、
従
来
型

の
正
社
員
は
減
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
正
社
員

に
な
る
こ
と
は
悪
く
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ

の
な
か
で
ど
う
や
っ
た
ら
生
き
延
び
て
い
け
る

の
か
と
い
う
の
が
問
題
で
す
。

「働く」という長い旅路。必要なのは知的欲求でした

先
四
十
年
を
見
据
え
た
と
き
に

企
業
や
社
会
が
人
に
何
を
求
め
る
か

た
仕
事
の
結
果
に
対
し
て
報
酬
が
支
払
わ
れ
ま

す
。
自
由
だ
け
ど
自
己
責
任
の
世
界
で
す
。
従

属
し
て
い
る
け
れ
ど
、
終
身
雇
用
や
労
働
法
に

よ
る
保
護
な
ど
安
定
し
て
い
る
雇
用
の
方
が
い

い
と
考
え
ら
れ
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
会
社
が
突
然
倒
産
し
た
り
、
業
績

が
悪
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
た
ら
ど
う
す
る

の
か
。
今
の
時
代
、
三
〇
年
後
も
い
ま
の
企
業

が
存
続
し
て
い
る
と
思
う
の
は
相
当
楽
観
的
で

す
。
高
度
経
済
成
長
期
の
よ
う
な
何
も
し
な
く

て
も
、
流
れ
に
の
っ
て
お
け
ば
幸
せ
に
な
れ
る

と
い
う
時
代
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
は
歴
史

的
に
見
て
み
る
と
ご
く
例
外
的
な
時
期
だ
っ
た

−−

で
も
学
生
の
間
で
は
「
正
社
員
に
な
る
」

と
い
う
風
潮
が
ま
だ
根
強
い
で
す
。

　
昔
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
働
く
よ
り
も
、

自
営
と
し
て
独
立
で
働
く
ほ
う
が
普
通
の
時
代

で
し
た
。
そ
れ
が
徐
々
に
雇
用
で
働
く
こ
と
は

い
い
と
価
値
観
が
転
換
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ

も
そ
も
雇
用
の
本
質
と
は
、
自
ら
の
労
働
力
を

企
業
に
ゆ
だ
ね
、
そ
の
指
揮
命
令
に
従
っ
て
働

く
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
働
い
た
時
間
に
対
し

て
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
で
す
。
正
社
員
と

な
れ
ば
長
期
雇
用
で
す
か
ら
、
企
業
も
し
っ
か

り
と
育
成
を
し
ま
す
。
一
方
で
、
請
負
は
働
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
高
度
経
済
成
長
モ
デ
ル
で

出
来
て
い
る
終
身
雇
用
や
年
功
序
列
型
賃
金
は
、

特
別
な
こ
と
だ
と
い
う
意
識
を
持
た
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
い
ま
の
若
者
が
幸
せ
に

な
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
、
と

い
う
問
題
定
義
を
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
企
業

や
社
会
が
ど
ん
な
ス
キ
ル
や
技
能
を
ニ
ー
ズ
し

て
い
る
か
を
先
を
見
越
し
て
見
極
め
る
こ
と
が

大
事
で
、
そ
し
て
そ
の
ニ
ー
ズ
は
今
後
も
変

わ
っ
て
い
く
の
で
す
。

−−

ど
の
よ
う
に
変
化
を
捉
え
て
い
け
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
？

　
産
業
社
会
が
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
か
を
意
識

す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
は
技
術
の
進
展
が
す

さ
ま
じ
い
で
す
よ
ね
。
ア
メ
リ
カ
の
論
文
に
よ

る
と
、
技
術
革
新
や
Ｉ
Ｔ
、
人
工
知
能
の
発
達

に
よ
り
、
二
〇
三
五
年
に
は
今
あ
る
仕
事
は
半

分
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
動
運
転
車

が
増
え
る
と
タ
ク
シ
ー
運
転
手
は
失
業
す
る
な

ど
、
人
間
の
仕
事
は
ロ
ボ
ッ
ト
に
代
替
さ
れ
て

し
ま
う
時
代
が
く
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
企
業

か
ら
し
て
み
た
ら
、
一
〇
年
か
け
て
育
て
上
げ

た
一
人
前
の
技
能
が
使
え
な
く
な
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
企
業
は
人
を
育
て
上

げ
る
よ
り
も
、
い
ま
あ
る
程
度
貢
献
で
き
る
人

を
市
場
か
ら
連
れ
て
く
る
志
向
に
変
わ
る
で

し
ょ
う
。

　
他
方
で
、
技
術
革
新
は
技
術
や
Ｉ
Ｔ
を
使
っ

た
新
し
い
仕
事
が
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
も
意

味
し
て
い
ま
す
。
技
術
を
扱
う
の
は
人
間
な
の

で
、
倫
理
は
ま
す
ま
す
大
事
に
な
っ
て
く
る
で

し
ょ
う
ね
。
今
ま
で
は
大
切
だ
と
言
い
な
が
ら

も
役
に
立
た
な
い
と
言
わ
れ
て
き
た
も
の
が
、

実
は
今
後
は
大
事
に
な
る
。
価
値
が
ど
ん
ど
ん

変
わ
っ
て
い
く
の
で
す
。
仕
事
が
変
わ
っ
て
い

く
の
で
、
仕
事
の
数
自
体
が
全
く
減
る
わ
け
で

は
な
い
で
し
ょ
う
け
ど
、
従
来
型
の
仕
事
は
減

る
で
し
ょ
う
ね
。
こ
れ
は
か
な
り
確
実
な
こ
と

で
す
。
そ
れ
が
い
ま
の
大
学
生
だ
と
、
現
役
バ

リ
バ
リ
の
と
き
に
起
こ
る
わ
け
で
す
よ
。
Ｉ
Ｔ

社
会
の
な
か
で
自
分
が
ど
ん
な
仕
事
が
で
き
る

の
か
が
鍵
に
な
り
ま
す
。

−−

生
き
延
び
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
と
は
？

高度経済成長モデルは歴史
的に見て例外的な時期かも
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東京大学社会科学研究所 教授。
専門は労働経済学。島根県出身。
東京大学経済学部卒業後、学習院
大学教授を経て、現職。2005 年
から希望学プロジェクトに携わ
る。好きなオノマトペは「うろう
ろ」「じたばた」。

玄田有史先生

２限目の先生

戦略的、苦楽しい仕事のススメ
今の学生世代が働き盛りである 20 年後には、今ある仕事が半分になると言われている

時代はどんなスキルを求めてるの？ 
労働経済学と若年雇用の専門家 玄田有史先生に聞きました

−−

今
は
働
き
方
が
多
様
化
し
て
い
る
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
？

　
今
は
組
織
を
ベ
ー
ス
に
し
た
働
き
方
か
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
事
業
計
画
）
を
ベ
ー
ス
に
し
た

働
き
方
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
最
初
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
っ
て
、
責
任
者
が
い
て
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
く
中
で
自
分
や
組
織

の
限
界
を
知
り
、
外
部
や
仲
間
と
協
力
し
合
っ

て
い
く
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
有
期
で
す
か
ら
、

終
わ
っ
た
ら
打
ち
上
げ
を
し
て
一
旦
解
散
。
ま

た
機
会
が
あ
っ
た
ら
出
会
う
と
い
う
流
れ
で
す
。

実
は
有
期
雇
用
が
増
え
て
い
る
と
い
う
の
も
、

働
き
方
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ベ
ー
ス
に
変
わ
っ
て

き
て
い
る
か
ら
な
ん
で
す
。
ダ
ニ
エ
ル
・
ピ
ン

ク
が
著
書
『
フ
リ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
社
会
の
到

来
』
で
今
後
は
フ
リ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
増
え

て
い
く
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
生
き
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
求
め
る
時
代
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
ね
。

　
組
織
内
外
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
こ
と

に
も
関
連
し
ま
す
が
、
今
は
働
く
こ
と
そ
の
も

の
に
「
ウ
ィ
ー
ク
・
タ
イ
ズ
」、
つ
ま
り
緩
や

か
な
つ
な
が
り
を
つ
く
る
こ
と
の
重
要
性
が
増

し
て
き
て
い
ま
す
。

−−

ウ
ィ
ー
ク
・
タ
イ
ズ
と
は
？

　
も
と
も
と
ウ
ィ
ー
ク
・
タ
イ
ズ
は
ア
メ
リ
カ

の
社
会
学
者
マ
ー
ク
・
グ
ラ
ノ
ヴ
ェ
ダ
ー
が
提

唱
し
た
転
職
に
つ
い
て
の
考
え
方
で
す
。
自
分

と
異
な
る
情
報
を
持
っ
て
い
る
人
と
の
緩
や
か

な
つ
な
が
り
が
、
転
職
を
成
功
さ
せ
る
上
で
重

要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
家
族
や
職
場
の
同
僚

な
ど
日
常
的
に
一
緒
に
い
る
人
と
い
う
の
は
、

案
外
、
自
分
と
同
じ
よ
う
な
情
報
や
判
断
材
料

し
か
持
っ
て
い
な
い
も
の
で
す
。
自
分
と
異
な

る
環
境
に
あ
り
、
同
時
に
信
頼
で
き
る
人
と
話

を
す
る
こ
と
で
自
分
を
見
失
い
そ
う
に
な
っ
た

時
に
何
ら
か
の
希
望
的
発
見
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
経
済
学
者
の
小
池
和
男
先
生
が
高
度

目指すは９勝６敗！ 弱みを認める希望学

自
分
で
何
か
を
す
る
楽
し
み
。

知
的
な
喜
び
は
人
間
本
来
が
持
つ
も
の

と
し
て
も
、
他
企
業
で
評
価
さ
れ

な
く
て
は
「
転
職
力
」
は
高
ま
り

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
誰
で
も
や
れ

る
よ
う
な
仕
事
で
あ
れ
ば
、
プ
ロ

に
は
な
れ
な
い
。
需
要
と
供
給
の

話
で
、
働
く
側
の
供
給
が
多
け
れ

ば
、
よ
ほ
ど
多
く
の
需
要
が
な
い

か
ぎ
り
、
競
争
は
激
し
い
わ
け
で

す
。

　
将
来
ど
う
い
う
仕
事
に
ニ
ー
ズ

が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
見
極
め

て
、
自
分
の
適
性
と
す
り
あ
わ
せ

て
、
自
分
な
り
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

を
た
て
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
い
ま
現
在
、
需
要
の
あ
る
仕

事
を
み
て
い
る
だ
け
で
は
不
十
分

で
、
今
後
四
〇
年
く
ら
い
先
の
こ

と
ま
で
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
実
際
、
難
し
い
ん
だ
け
れ

ど
も
、
戦
略
と
し
て
「
自
分
は
ど
う
い
う
職
種

で
、
プ
ロ
と
し
て
や
っ
て
い
く
の
か
」
と
い
う

意
識
を
も
た
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
人
生
の

目
標
を
正
社
員
に
な
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
し
な

い
。
そ
こ
か
ら
長
い
先
が
あ
る
ん
で
す
。

−−

会
社
に
入
る
と
、
職
種
も
業
種
も
決
ま
り

ま
す
。
専
門
性
を
獲
得
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
け
ど
、
そ
う
で
は
な
い
。「
自
分
は
こ
れ
が

で
き
る
」
と
い
う
の
を
持
つ
こ
と
が
大
事
で
、

そ
れ
を
持
て
た
ら
心
強
い
で
す
。

　
こ
う
し
た
雇
用
社
会
や
Ｉ
Ｔ
社
会
の
な
か
で

生
き
延
び
て
い
く
に
は
、「
プ
ロ
」
に
な
る
こ

と
で
す
。
特
定
の
職
種
で
専
門
性
を
磨
く
こ
と

で
、
企
業
に
お
い
て
不
可
欠
な
人
材
に
な
っ
た

り
、
他
社
か
ら
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
る

よ
う
な
労
働
者
に
な
る
こ
と
で
す
。い
わ
ば「
転

職
力
」
で
す
ね
。

　
そ
の
た
め
に
大
事
な
の
は
、
産
業
界
が
求
め

る
汎
用
的
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
す
。

あ
る
企
業
で
ど
ん
な
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た

　
「
自
分
で
何
か
や
る
」
と
い
う
の
は
、
人
間

や
は
り
楽
し
い
も
の
で
す
。
そ
う
い
っ
た
知
的

な
喜
び
は
人
間
本
来
が
持
っ
て
い
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
雇
用
に
お
け
る
過
酷
な
労

働
の
な
か
で
、
な
か
な
か
自
分
の
持
っ
て
い
る

も
の
を
発
揮
す
る
と
い
う
の
は
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
い
い
人
に
会
う
」

と
い
う
の
が
大
切
で
す
。
三
〇
年
、
四
〇
年
の

世
界
で
、
自
分
の
力
だ
け
で
何
か
で
き
る
と
い

う
こ
と
は
ま
ず
な
い
ん
で
す
。
じ
ゃ
あ
、
ど
う

や
っ
た
ら
会
え
る
の
か
。
そ
れ
は
運
も
あ
り
ま

す
け
ど
も
、
マ
イ
ナ
ス
オ
ー
ラ
を
出
さ
な
い
こ

と
で
す
。
腐
っ
て
い
る
人
間
に
は
、
腐
っ
て
い

る
人
間
し
か
寄
っ
て
こ
な
い
。
自
分
が
な
に
か

い
い
オ
ー
ラ
を
出
し
て
い
る
と
、
い
い
人
が
気

付
い
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

「
一
限
目
」
を
深
掘
り
す
る

先
生
お
す
す
め
の
一
冊
は
コ
レ
！

 『
君
の
働
き
方
に
未
来
は
あ
る
か
？ 

労
働
法
の
限
界
と
、
こ
れ
か
ら
の
雇

用
社
会
』
大
内
伸
哉
・
著
（
光
文
社

新
書
）

正
社
員
・
終
身
雇
用
な
ど
の
考
え
方
が
過
去
の

も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
今
、
雇
わ
れ
て
働
く
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
こ
れ
か
ら
の
働
き
方
に

迷
う
君
へ
、
必
読
本
。

将来のニーズを見極め
自分の適性をすりあわせる

自分と異なる環境にいて
信頼できる人を見つけよう
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異
常
と
変
化
へ
の
対
応

大
事
な
の
は
ち
ゃ
ん
と
迷
え
る
こ
と

で
き
る
か
が
大
事
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

−−

ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

　
キ
ャ
リ
ア
と
は
「
道
」
で
す
。
道
は
途
中
で

何
本
も
分
か
れ
て
い
る
し
、
で
こ
ぼ
こ
も
あ
る
。

引
き
返
そ
う
か
進
も
う
か
微
妙
な
道
も
あ
る
。

僕
は
本
当
に
迷
っ
た
時
に
ど
う
す
る
か
と
い
う

知
恵
さ
え
あ
れ
ば
十
分
だ
と
思
い
ま
す
。
ち
な

み
に
岡
本
太
郎
は
迷
っ
て
い
た
ら
「
一
番
危
険

な
道
を
選
べ
」
っ
て
言
う
ん
で
す
よ
。
人
間
は

弱
い
か
ら
、
弱
っ
て
い
た
ら
一
番
安
全
な
道
を

選
ぶ
。
に
も
関
わ
ら
ず
迷
っ
て
い
る
と
い
う
こ

続
く
も
の
で
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
時
に

じ
た
ば
た
で
き
る
か
、
ち
ゃ
ん
と
迷
う
こ
と
が

経
済
成
長
期
の
日
本
の
競
争
力
の
源
泉
を
「
異

常
と
変
化
へ
の
対
応
」
と
い
う
言
葉
で
表
し
て

い
ま
す
。
機
械
を
修
理
す
る
に
も
輸
入
車
を
修

理
で
き
る
人
が
い
な
い
、
英
語
が
読
め
な
い
な

ど
、
当
時
は
技
術
進
歩
が
起
こ
る
一
方
で
専
門

知
識
を
持
つ
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
し

た
現
状
に
対
し
、
働
く
現
場
の
人
た
ち
が
自
分

た
ち
で
考
え
て
対
応
力
を
高
め
た
こ
と
に
よ
り

今
が
あ
る
の
で
す
。

　
こ
の
考
え
方
は
今
後
も
大
事
で
す
。
今
は
Ａ

Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
が
流
行
言
葉
で
す
が
、
も
っ
と

早
い
段
階
で
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

新
た
な
異
常
が
訪
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
既

存
の
も
の
に
変
化
が
訪
れ
る
と
軋
轢
が
生
じ
た

り
し
ま
す
が
、
世
の
中
、
常
に
異
常
と
変
化
は

と
は
安
全
な
方
へ
行
き
た
く
な
い
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
？ 

こ
れ
が
岡
本
太
郎
の
生
き
方
で

す
。

　
た
だ
、
心
配
な
の
は
非
認
知
能
力
を
就
学
前

段
階
で
身
に
つ
け
れ
ば
、
将
来
正
社
員
に
な
り
、

賃
金
も
あ
が
る
と
い
う
こ
と
を
世
間
、
特
に
親

が
思
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
確
か
に
失
敗
は
少

な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
人
生
に
失
敗
な

ん
て
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。
早
い
段
階
で
上

手
に
挫
折
す
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
会
社
と
上

手
く
付
き
合
う
た
め
に
は
あ
る
意
味
会
社
の
こ

と
を
好
き
に
な
る
こ
と
も
、
嫌
い
に
な
る
こ
と

も
大
事
な
ん
で
す
。

　
遠
藤
周
作
さ
ん
も
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
仕

事
は
三
種
類
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。「
苦
し
い
仕

事
」
は
誰
も
や
り
た
く
な
い
。
じ
ゃ
あ
「
楽
し

い
仕
事
」
は
ど
う
か
と
い
う
と
す
ぐ
に
飽
き

て
し
ま
う
。
や
は
り
一
番
い
い
の
は
、「
苦
楽

「
強
い
城
に
は
わ
ざ
と
一
カ
所
弱
い

部
分
を
つ
く
っ
て
お
く
も
の
だ
」

プ
ロ
の
ギ
ャ
ン
ブ
ラ
ー
で
す
。
こ
れ
は
深
い
で

す
よ
！ 

八
勝
七
敗
は
勝
ち
越
し
が
一
つ
だ
け

ど
、
九
勝
六
敗
は
勝
ち
越
し
が
三
つ
あ
る
。
だ

か
ら
負
け
て
も
い
い
ん
で
す
。
大
事
な
こ
と
は

マ
イ
ナ
ス
な
自
分
を
リ
ア
ル
に
想
像
し
避
け
る

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
知
識
が
必
要
な
ん

だ
け
ど
、
困
っ
た
ら
ど
こ
へ
相
談
す
れ
ば
い
い

か
と
い
う
最
低
限
の
知
識
や
ウ
ィ
ー
ク
・
タ
イ

ズ
で
十
分
で
す
。

−−

「
負
け
て
も
い
い
」
と
い
う

言
葉
に
は
救
わ
れ
ま
す
。

　
『
七
人
の
侍
』
っ
て
見
た
こ
と

あ
り
ま
す
か
？ 

七
人
の
侍
が
城

を
つ
く
り
、
盗
賊
か
ら
村
人
を
守

る
と
い
う
話
で
す
。
リ
ー
ダ
ー
の

勘
兵
衛
は
篭
城
攻
め
の
生
き
残
り

な
の
で
す
が
、
城
を
つ
く
っ
て
い

く
中
で
セ
カ
ン
ド
リ
ー
ダ
ー
が

「
こ
こ
は
ど
う
や
っ
て
も
守
り
き

れ
ま
せ
ん
ね
」
と
言
う
場
面
が
あ

り
ま
す
。そ
の
時
に
勘
兵
衛
は「
こ

れ
で
い
い
。
強
い
城
に
は
わ
ざ
と

一
カ
所
弱
い
部
分
を
つ
く
っ
て
あ

る
ん
だ
。
そ
こ
に
集
め
て
、
そ
こ

で
勝
負
す
る
ん
だ
。
守
ろ
う
と
す

る
だ
け
で
は
勝
て
な
い
」
と
言
う

し
い
仕
事
」
で
す
。「
し
ん
ど
い
、
も
う
嫌
だ
、

で
も
た
ま
に
め
っ
ち
ゃ
楽
し
い
」
と
い
う
の
は

仕
事
の
醍
醐
味
で
も
あ
る
。

　

若
い
人
に
言
い
た
い
事
は
、
間
違
っ
て
も

一
五
勝
〇
敗
な
ん
て
目
指
す
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
大
体
ど
ん
な
に
頑
張
っ
て
も
八
勝
七
敗
、

長
い
目
で
み
て
も
七
勝
八
敗
で
す
。
早
々
勝
て

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
プ
ロ
の
ギ
ャ
ン
ブ

ラ
ー
の
法
則
は
「
勝
ち
す
ぎ
な
い
け
ど
、
負
け

す
ぎ
な
い
」。
九
勝
六
敗
を
続
け
ら
れ
る
人
が

ん
で
す
よ
。

　
人
間
は
不
安
に
な
る
と
色
々
な
こ
と
を
完
璧

に
し
よ
う
と
し
ま
す
。
で
も
、
自
分
の
弱
い
と

こ
ろ
を
認
め
て
、
攻
め
ら
れ
た
時
に
ど
う
勝
負

す
る
か
と
い
う
こ
と
に
一
点
気
持
ち
を
置
い
て

お
く
と
楽
に
戦
え
る
ん
で
す
。
デ
ィ
ス
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
は
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
考

え
る
チ
ャ
ン
ス
な
ん
で
す
よ
ね
。
苦
し
い
状
況

だ
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
に
希
望
が
生
ま
れ
る
も
の

で
す
。

「
二
限
目
」
を
深
掘
り
す
る

先
生
お
す
す
め
の
一
冊
は
コ
レ
！

『
希
望
の
つ
く
り
方
』

玄
田
有
史
・
著
（
岩
波
新
書
）

若
年
失
業
が
増
え
る
今
、
誰
も
が
憧
れ
る
希
少

価
値
の
あ
る
人
間
に
な
る
に
は
ど
の
よ
う
な
行

動
を
成
す
べ
き
か
。
若
者
の
リ
ア
ル
に
切
り
込

む
ヒ
ン
ト
満
載
。
必
読
で
す
。

会社のことを好きになるこ
とも嫌いになることも大事
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北海道生まれ。北海道大学 名誉
教授。専門は労働法。平成 19 年
よりＮＰＯ法人 職場の権利教育
ネットワーク 代表理事。主な著
書に『15 歳のワークルール』『ワー
クルール検定』など、まさにワー
クルールの生みの親。

道幸哲也先生

３限目の先生

うまい仮面のかぶり方
電通社員が長時間労働やパワハラにより自殺してしまった件以来、雇う側にも雇われる側にも

どこか緊張感がただよっているよう感じます
今の世の中、どんな働き方が理想なの？ 教えて、道幸先生！

−−

「
働
く
」
を
取
り
巻
い
て
い
る
世
の
中
の

現
状
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
今
は
労
働
時
間
の
規
制
を
受
け
な
い
よ
う
な

多
様
な
働
き
方
が
増
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
け
ど
、
実
は
そ
こ
で
欠
落
し
て
い
る
も
の
が

あ
る
ん
だ
よ
。
個
人
事
業
主
的
な
生
き
方
が
増

え
て
い
く
の
は
い
い
と
思
う
。
で
も
、
世
の

中
、
成
功
し
て
い
る
人
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
。
何

か
あ
っ
た
と
き
の
リ
ス
ク
を
ど
う
す
る
か
、
そ

の
議
論
も
な
く
て
は
困
る
。
若
い
う
ち
は
能
力

も
あ
っ
て
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
結
婚

後・中
年
に
な
っ
て
も
持
続
で
き
る
か
が
重
要
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
「
ラ
イ
フ
」

の
基
礎
は
お
金
だ
か
ら
ね
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
を
い
か
に
つ
く
る
か
と
い
う
議
論
が
大
事
だ

と
思
う
よ
。

　

国
が
進
め
る
働
き
方
改
革
を
考
え
る
上
で

も
、
中
間
的
な
社
会
的
集
団
、
つ
ま
り
職
場
に

お
け
る
役
割
を
考
え
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
国

の
法
律
と
個
人
の
自
立
性
だ
け
で
や
っ
て
い
く

こ
と
は
か
な
り
難
し
い
。
電
通
の
件
も
結
局
、

長
時
間
労
働
で
国
の
労
働
基
準
監
督
署
が
指
導

に
入
っ
た
よ
ね
？ 

職
場
に
お
け
る
社
会
的
集

団
、
つ
ま
り
労
働
組
合
が
職
場
の
問
題
を
ど
う

チ
ェ
ッ
ク
す
る
か
と
い
う
こ
と
へ
の
関
心
の
薄

さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　
た
だ
、
働
き
方
と
い
う
の
は
個
人
の
問
題
だ

け
で
は
な
い
か
ら
ね
、
そ
の
う
ま
い
補
助
線
が

な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
の
も
一
方
で

あ
る
。
例
え
ば
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
に
し
て

も
、
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断

は
、個
人
も
職
場
集
団
も
な
か
な
か
で
き
な
い
。

働
き
方
が
多
様
化
す
る
に
つ
れ
、
純
粋
な
労
働

法
だ
け
で
は
う
ま
く
対
処
で
き
な
い
領
域
も
増

え
て
い
る
か
ら
一
層
ね
。
さ
ら
に
言
う
と
、
個

人
の
職
務
評
価
を
組
合
と
使
用
者
が
対
等
な
立

場
で
議
論
す
る
こ
と
は
も
っ
と
難
し
い
。で
も
、

一
定
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
る
か
ら
、

そ
う
い
う
意
味
で
は
職
場
の
風
通
し
を
良
く
す

る
こ
と
は
で
き
る
と
思
う
。

ワークルール流『嫌われる勇気』

ト
ラ
ブ
ル
も
あ
れ
ば

そ
れ
を
正
す
文
化
も
あ
る

−−

法
律
だ
け
で
チ
ェ
ッ
ク
し
き
れ
な
い
部
分

を
ど
う
す
る
ん
で
す
か
？

　
労
働
法
は
、
使
用
者
を
含
ん
だ
一
つ
の
社
会

的
な
約
束
で
す
。
一
人
が
知
っ
て
い
れ
ば
い
い

の
で
は
な
く
て
、
み
ん
な
が
知
っ
て
い
な
い
と

困
る
。
だ
か
ら
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
教
育
が
必
要
な

ん
だ
よ
ね
。

　
近
年
で
は
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
も
同
じ
。
今
は

生
活
の
た
め
に
働
い
て
い
る
学
生
も
い
る
し
、

会
社
も
労
働
力
と
し
て
み
な
し
て
い
る
か
ら

ね
。
だ
か
ら
、
学
校
に
お
け
る
ワ
ー
ク
ル
ー
ル

教
育
へ
の
ニ
ー
ズ
が
近
年
高
ま
っ
て
い
る
。
た

だ
、
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
を
な
ぜ
教
え
る
の
か
、
と

い
う
の
は
比
較
的
説
明
し
や
す
い
ん
だ
け
ど
、

何
を
ど
う
・
誰
が
教
え
る
か
が
難
し
い
ん
だ
よ

ね
。

−−

ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

　
理
解
あ
る
使
用
者
が
言
う
こ
と
は
ね
、「
権

利
を
教
え
る
の
は
い
い
け
ど
、
権
利
主
張
の
仕

方
も
教
え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
。
ま
あ
本

音
だ
ろ
う
な
と
思
う
け
ど
、
人
間
的
な
資
質
の

レ
ベ
ル
で
は
、「
ル
ー
ル
を
知
っ
て
、
そ
れ
を

相
手
に
主
張
す
る
と
い
う
資
質
」
と
「
う
ま
く

的
確
に
相
手
に
伝
え
る
資
質
」、
こ
の
２
つ
が

必
要
な
ん
だ
と
思
う
。

　
大
学
で
も
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
と
い

う
授
業
が
あ
る
け
ど
、
働
い
て
い
る
時
に
う
ま

く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
対
処
法
は

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
培
っ
て
い
な
い
能
力
な
ん
だ

よ
。
人
生
い
か
に
生
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
焦

点
に
な
り
が
ち
だ
か
ら
ね
。
日
常
生
活
で
そ
う

い
う
こ
と
を
議
論
す
る
場
が
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
し
、
テ
レ
ビ
番
組
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う

に
、
要
は
社
会
全
体
が
「
営
業
ト
ー
ク
」。
相

手
に
何
か
を
売
り
込
む
た
め
と
か
、
嫌
な
思
い

を
さ
せ
な
い
た
め
の
技
術
な
ん
だ
よ
ね
。
そ
れ

と
ル
ー
ル
の
実
現
と
い
う
の
は
実
は
両
立
し
な

い
。

　
は
っ
き
り
言
っ
て
、
嫌
わ
れ
な
い
で
大
人
の

話
が
で
き
る
よ
う
な
能
力
を
持
つ
人
は
少
な
い

ん
だ
よ
。そ
う
い
う
社
会
じ
ゃ
な
い
と
こ
ろ
に
、

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
は
根
付
か
な
い
。
僕
は
よ
く

言
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
、
嫌
わ
れ
な
い
た
め
に

は
、
例
え
ば
マ
ツ
コ
・
デ
ラ
ッ
ク
ス
み
た
い
に

う
ま
く
仮
面
を
か
ぶ
る
こ
と
を
し
な
が
ら
も
の

を
言
う
し
か
な
い
。
そ
れ
は
難
し
い
の
で
、
表

現
の
仕
方
が
下
手
で
も
、
権
利
主
張
す
る
資
質

を
教
え
て
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
ね
。

　
じ
ゃ
あ
、何
を
ど
う
教
え
る
か
と
い
う
の
は
、

あ
る
種
、
広
い
も
の
の
考
え
方
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
か
ら
非
常
に
難
し
い
。
大
き
く
は
、
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
や
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
的
な
緊
急
避

難
的
な
世
界
、
契
約
法
や
そ
れ
を
踏
ま
え
た
労

働
基
準
法
、
権
利
を
実
現
さ
せ
る
上
で
必
要
な

労
働
組
合
法
を
教
え
る
と
い
う
３
つ
の
パ
タ
ー

ン
が
あ
る
け
ど
、
今
の
日
本
で
は
最
初
の
２
つ

を
教
え
る
と
い
う
の
が
主
流
か
な
。

　
で
も
僕
は
、
こ
れ
か
ら
の
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
教

育
に
お
い
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
が

一
番
い
い
教
材
だ
と
思
う
。
例
え
ば
、
飲
食
店

ワークライフバランスの
「ライフ」の基礎はお金

マツコ・デラックスみたい
にうまく仮面をかぶる
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嫌
わ
れ
ず
に
「
大
人
の
話
」
は
で
き
な
い

権
利
主
張
の
仕
方
は
非
常
に
難
問

で
一
〇
〇
〇
円
の
お
皿

を
不
注
意
で
割
っ
た
場

合
に
、
会
社
は
そ
の
人

に
損
害
費
用
を
請
求
で

き
る
と
思
う
？

−−

不
注
意
で
あ
れ
ば

で
き
な
い
と
思
い
ま

す
。

　
じ
ゃ
あ
、
た
く
さ
ん

割
っ
た
場
合
は
ど
う
だ

ろ
う
？ 

世
の
中
、
す

ご
く
不
注
意
な
人
が
い

て
、
毎
日
二
枚
く
ら
い

割
っ
て
し
ま
う
。
で
も

故
意
に
や
っ
て
い
る
わ

　
な
か
な
か
い
い
ね
。少
し
事
例
は
違
う
け
ど
、

交
通
事
故
の
過
失
で
四
分
の
一
の
請
求
を
し
た

と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
例
え
ば
今
回
の
場
合

で
あ
れ
ば
、
こ
の
人
に
は
お
皿
を
持
た
せ
な
い

方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
か
、
そ
れ
で
も
ダ

メ
だ
っ
た
ら
辞
め
て
も
ら
う
と
か
。
ス
ト
ー

け
じ
ゃ
な
い
。
会
社
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
と
思

う
？

−−

う
ー
ん
、
…
…
全
額
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
そ

の
う
ち
の
２
割
と
か
部
分
的
に
請
求
し
ち
ゃ
い

そ
う
で
す
。

リ
ー
で
考
え
て
議
論
し
て
い
く
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
な
ん
だ
と
思
う
。

　
こ
う
い
っ
た
働
く
こ
と
に
よ
る
損
害
賠
償
な

ど
、
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
法
律
が
は
っ
き
り

し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ち
ゃ
ん
と
し
た

判
断
材
料
が
な
い
か
ら
こ
そ
、
答
え
を
知
る
と

い
う
よ
り
も
一
緒
に
考
え
て
い
く
と
い
う
土
壌

が
な
く
て
は
い
け
な
い
。
職
場
で
日
常
的
に
問

題
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
、
あ
る
程
度
合
理
的

な
ル
ー
ル
で
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
、
本

来
の
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
の
基
礎
だ
か
ら
ね
。

　
以
前
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
や
っ
た
時
は
ね
、

「
権
利
主
張
す
る
の
は
変
だ
」
と
学
生
か
ら
言

わ
れ
た
ん
だ
よ
。そ
の
人
は
長
時
間
働
き
た
い
、

と
。
で
も
、「
自
分
が
働
く
の
は
い
い
け
れ
ど
、

他
人
を
ど
う
す
る
？
」
と
い
う
質
問
を
す
る
と

難
し
い
ね
。
ル
ー
ル
と
い
う
の
は
自
分
の
た
め

だ
け
に
あ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
労
働
時
間
は
な

ぜ
一
日
八
時
間
・
一
週
四
〇
時
間
と
定
め
ら
れ

て
い
る
の
か
。
は
じ
め
か
ら
建
前
だ
け
を
言
う

の
は
ど
こ
か
信
頼
で
き
な
い
か
ら
、
ま
ず
は
本

音
を
言
っ
て
も
ら
っ
て
、
そ
の
後
、
議
論
し
て

い
く
。
今
、
働
く
上
で
必
要
な
の
は
「
議
論
」

な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

「
三
限
目
」
を
深
掘
り
す
る

先
生
お
す
す
め
の
一
冊
は
コ
レ
！

『
雇
用
社
会
と
法
』
道
幸
哲
也
・
著

（
放
送
大
学
教
育
振
興
会
）

二
〇
一
七
年
四
月
に
出
版
。
労
働
組
合
法
や
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
、
入
社
か

ら
退
職
す
る
ま
で
に
知
っ
て
お
き
た
い
労
働
法

に
関
す
る
知
識
・
事
例
が
一
五
章
に
わ
た
り
展

開
さ
れ
て
い
る
。
最
終
章
で
は
ワ
ー
ク
ル
ー
ル

教
育
に
も
触
れ
、
労
働
契
約
上
の
権
利
・
義
務

の
重
要
性
を
訴
え
か
け
る
一
冊
。
北
海
道
大
学

法
学
部
や
放
送
大
学
の
教
材
と
し
て
も
活
用
さ

れ
て
い
る
。

静岡大学人文社会科学部法学科准
教授。専門は労働法で、特に非正
規雇用、労働契約を扱う。日本以
外に、オランダの労働法について
も詳しい。近年は、地方の人口減
少・人口流出対策として地方中小
企業と学生のマッチングの研究も
行う。

本庄淳志先生

４限目の先生

自分の人生は自分で選ぼう
最近の就活は「学生有利の売り手市場」。果たして学生はそれぞれが心から納得する就職を実現

できているでしょうか。「良い職場」をどう考え見つけたら良いのか
労働法が専門の本庄淳志先生に聞きました

−−

仕
事
に
就
こ
う
と
し
た
時
に
、
当
た
り
前

で
す
が
よ
り
良
い
職
場
で
働
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
そ
も
そ
も
「
良
い
職
場
」
と
は
一
体
ど
ん

な
点
か
ら
判
断
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
働
く
人
が
「
そ
の
職
場
で
働
く
こ
と
に

き
ち
ん
と
納
得
で
き
て
い
る
」
と
い
う
の
が
何

よ
り
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん

な
点
を
も
っ
て
良
い
職
場
だ
と
納
得
す
る
か
は

人
に
よ
っ
て
相
当
違
っ
て
く
る
。
例
え
ば
、
非

常
に
シ
ビ
ア
な
仕
事
で
あ
っ
て
も
、
給
料
が
高

い
か
ら
納
得
で
き
る
と
い
う
人
も
い
れ
ば
、
給

料
は
低
く
て
も
い
い
か
ら
、
な
る
べ
く
楽
な
仕

事
を
し
た
い
と
い
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
こ

の
よ
う
に
そ
の
人
に
と
っ
て
良
い
職
場
か
そ
う

で
な
い
か
は
一
律
に
決
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
ん
だ
と
い
う
前
提
が
あ
り
ま
す
。

　
今
の
学
生
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
に
入
社
後
の
仕

事
内
容
や
勤
務
地
等
の
条
件
に
あ
る
程
度
明
確

な
希
望
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ど

う
い
う
社
会
人
生
活
を
送
り
た
い
か
と
い
う
観

点
で
は
、
趣
味
と
の
両
立
を
優
先
し
た
い
か
ら

休
み
が
取
り
や
す
い
会
社
が
良
い
と
言
う
学
生

も
い
れ
ば
、
バ
リ
バ
リ
働
き
た
い
と
い
う
学
生

も
い
ま
す
。
こ
れ
っ
て
ど
ち
ら
の
価
値
が
高
い

と
い
う
話
で
は
な
く
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
基

準
に
の
っ
と
っ
た
話
で
す
よ
ね
。
前
者
は
例
え

ば
仕
事
を
六
割
の
力
で
や
っ
て
、
残
り
は
趣
味

に
全
力
投
球
す
る
と
い
う
考
え
で
、
全
然
悪
い

こ
と
で
は
な
い
で
す
し
、
後
者
に
つ
い
て
言
え

ば
、
も
し
か
し
た
ら
趣
味
が
な
い
か
ら
仕
事
に

没
頭
す
る
と
い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
両
者
と
も
全
く
問
題
で
は
な

い
。
で
す
か
ら
あ
る
職
場
が
客
観
的
に
良
い
か

悪
い
か
と
い
う
基
準
を
決
め
る
の
は
そ
も
そ
も

無
理
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

−−

ど
う
い
う
社
会
人
生
活
を
送
り
た
い
か
考

え
る
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。
よ
り
納
得
で
き
る

判
断
を
行
う
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
他
に
あ
り
ま

す
か
？

人の言うことは当てにならない

いま働くうえで必要なのは
「議論」じゃないかな

良い職場って一律に決めら
れるものじゃない
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自
分
が
本
当
に
納
得
で
き
る

職
場
を
考
え
よ
う

す
よ
。
ま
た
働
く
人
た
ち
が
基
本
的
な
知
識
を

身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
で
、
会
社
側
の
労
働
環

境
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
と
い
う
狙
い
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
私
は
ワ
ー
ク
ル
ー

ル
教
育
は
学
校
教
育
で
広
く
行
わ
れ
る
こ
と
も

必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
お
話
し
た
こ
と
は
今
後
の
国
の
政

策
の
方
向
性
と
も
も
ち
ろ
ん
関
係
し
て
い
て
、

今
は
国
で
も
、
一
つ
の
価
値
観
を
押
し
付
け
る

の
で
は
な
く
て
、
多
様
な
働
き
方
を
想
定
し
た

ル
ー
ル
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
ま

す
。
皆
が
皆
、
同
じ
よ
う
な
価
値
観
で
同
じ
よ

う
な
働
き
方
を
し
て
い
る
時
代
だ
っ
た
ら
ル
ー

ル
も
ひ
と
つ
で
い
い
ん
で
す
。
そ
も
そ
も
労
働

法
の
先
祖
と
い
う
の
は
、
遡
る
と
産
業
革
命
後

　
人
が
何
か
を
判
断
す
る
時
に
は
、
や
は
り
あ

る
程
度
何
ら
か
の
基
準
に
も
と
づ
い
て
判
断
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
基
準
と

な
る
一
つ
の
ツ
ー
ル
が
法
と
言
え
ま
す
。
ま
た

一
般
社
団
法
人
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
で
普
及
啓
発
を

お
こ
な
っ
て
い
る
「
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
」
も
、
働

く
人
に
関
わ
る
ル
ー
ル
や
心
構
え
を
扱
い
ま
す

か
ら
、
あ
る
程
度
の
基
準
が
把
握
で
き
る
は
ず

で
す
。
求
職
者
側
で
あ
れ
ば
、
会
社
が
こ
れ
ら

の
基
準
を
ど
の
程
度
満
た
し
て
い
る
か
、
い
な

い
の
か
、
そ
の
乖
離
の
程
度
を
見
る
こ
と
が
客

観
的
な
判
断
指
標
に
な
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

で
す
か
ら
大
学
生
も
、
働
く
人
に
関
す
る
基
準

や
ル
ー
ル
に
は
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る
の
か
、

基
本
的
な
こ
と
を
知
っ
て
お
い
て
損
は
な
い
で

の
工
場
労
働
を
念
頭
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
の

で
、
現
代
の
よ
う
に
働
き
方
が
多
様
化
し
て
く

る
と
、
一
律
に
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と
の
限
界

が
出
て
き
ま
す
。
最
近
だ
と
裁
量
労
働
制
の
よ

う
に
、
労
働
時
間
の
管
理
に
な
じ
ま
な
い
よ
う

な
働
き
方
も
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
た

だ
し
多
様
な
も
の
を
ル
ー
ル
で
縛
る
と
い
う
の

は
な
か
な
か
矛
盾
し
た
概
念
な
の
で
、
ま
ず
は

働
く
人
ぞ
れ
ぞ
れ
が
自
律
的
に
判
断
で
き
る
よ

う
に
、
国
と
し
て
背
中
を
押
し
て
あ
げ
る
よ
う

な
政
策
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

−−

学
生
の
就
活
や
企
業
選
び
を
見
て
い
て
、

先
生
が
気
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
本
当
に
多
い
な
と
思
う
ん
で
す
が
、
会
社
の

志
望
理
由
を
聞
く
と
「
職
場
の
雰
囲
気
が
良
さ

そ
う
だ
っ
た
」「
採
用
担
当
者
の
雰
囲
気
が
よ

か
っ
た
」
と
言
う
学
生
が
い
ま
す
。
そ
の
考
え

や
判
断
が
間
違
い
と
は
言
わ
な
い
で
す
が
、
会

社
説
明
会
で
採
用
担
当
者
の
愛
想
が
良
い
の
は

当
た
り
前
で
す
。
他
の
会
社
の
採
用
担
当
者
も

き
っ
と
雰
囲
気
は
悪
く
な
い
は
ず
で
す
。
実
際

会
社
頼
み
の
「
安
定
」
保
証
さ
れ
ぬ
時
代

「
キ
ャ
リ
ア
の
安
定
」
を
ど
う
築
く
か
。

け
で
、
だ
と
し
た
ら
そ
こ
で
働
く
人
の
処
遇
が

上
が
っ
て
い
く
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
く
考

え
た
り
調
べ
た
り
せ
ず
に「
公
務
員
＝
安
定
的
」

で
「
民
間
＝
不
安
定
」
と
い
う
こ
と
を
鵜
呑
み

に
し
て
公
務
員
が
良
い
と
い
う
発
想
は
、
色
々

な
可
能
性
を
狭
め
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
私
は

決
し
て
大
企
業
志
向
で
も
な
い
で
す
が
、
ち
ゃ

ん
と
し
た
大
企
業
は
先
を
見
据
え
て
ど
ん
ど
ん

手
を
打
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
会
社
も
た
く

さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
は
踏
ま
え
て
お
い
た
方

が
良
い
で
し
ょ
う
。

−−

「
安
定
」
へ
の
認
識
か
ら
改

め
た
い
で
す

　
安
定
っ
て
そ
も
そ
も
何
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
も
き
っ
と

人
に
よ
っ
て
希
望
す
る
も
の
が
異

な
る
で
し
ょ
う
。
い
ま
専
門
家
の

間
で
は
、
こ
れ
か
ら
は
「
キ
ャ
リ

ア
の
安
定
」
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
そ
の
人
の
仕
事
の
経

験
を
一
貫
さ
せ
る
こ
と
を
指
し
ま

す
。
た
と
え
ば
、
リ
ク
ル
ー
ト
と

い
う
会
社
で
経
験
を
積
ん
で
他
社

の
人
事
に
行
く
と
か
、
同
業
他
社

に
行
く
と
か
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
言
い
換
え

れ
ば
、
も
と
も
と
い
た
会
社
が
な

く
な
っ
た
と
し
て
も
転
々
と
働
き

に
半
年
ほ
ど
働
い
た
実
感
な
ら
良
い
の
で
す
が
、

就
活
時
の
限
ら
れ
た
時
間
で
決
め
る
に
し
て
は
、

そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
あ
と
は
「
安
定
」
を
判
断
基
準
に
し
た
公
務

員
志
望
と
い
う
ケ
ー
ス
も
根
強
い
で
す
よ
ね
。

全
国
的
な
統
計
で
も
、
年
功
的
賃
金
を
支
持
し
、

終
身
雇
用
が
良
い
と
感
じ
る
学
生
の
割
合
が
高

ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
近
年
そ
の
実
現
可

能
性
は
ど
ん
ど
ん
低
下
し
て
い
る
。
公
務
員
は

い
つ
ま
で
安
定
的
な
職
業
な
の
か
と
疑
問
を

持
っ
て
い
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。
少
な
く
と

も
税
収
が
増
え
な
い
の
は
目
に
見
え
て
い
る
わ

続
け
て
い
け
る
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
っ
て
安
定

的
で
す
よ
ね
。

　
私
の
元
ゼ
ミ
生
で
も
「
キ
ャ
リ
ア
の
安
定
」

的
な
視
点
で
就
活
を
し
た
学
生
が
い
ま
し
た
。

彼
女
は
物
流
業
界
に
注
力
し
て
就
活
を
し
た
の

で
す
が
、
世
界
中
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
る
最

大
手
と
、
地
方
に
あ
る
大
手
の
会
社
の
二
社
か

ら
内
定
が
出
ま
し
た
。
待
遇
が
良
い
の
は
当
然

前
者
の
最
大
手
で
し
た
が
、
彼
女
が
選
ん
だ
の

は
後
者
だ
っ
た
。
最
大
手
は
規
模
も
大
き
く
仕

事
が
見
え
づ
ら
か
っ
た
よ
う
で
す
。
一
方
で
地

方
の
大
手
は
、
入
社
後
の
方
向
性
を
「
人
事
的

な
仕
事
を
し
て
ほ
し
い
」
と
具
体
的
に
示
し
て

い
た
よ
う
で
す
。
人
事
と
い
う
仕
事
が
求
め
ら

れ
る
場
は
多
い
で
す
か
ら
、「
自
分
は
こ
う
い

う
仕
事
を
し
て
き
た
」
と
言
え
る
よ
う
に
な
る

環
境
で
働
き
た
か
っ
た
彼
女
に
は
、
そ
れ
が
大

き
な
決
め
手
で
し
た
。

−−

自
分
の
意
志
、
本
心
と
じ
っ
く
り
向
き

合
っ
て
お
く
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

　
一
例
で
す
が
、
今
の
学
生
は
親
世
代
の
安
定

志
向
に
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
珍
し
く
な

い
。
私
が
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

出
た
時
の
話
で
す
が
「（
自
分
の
子
が
）
市
役

所
に
就
職
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
す

か
？
」
と
聞
く
親
御
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
親
の

希
望
が
強
く
、
高
校
生
頃
か
ら
刷
り
込
ま
れ
て

い
る
学
生
も
見
か
け
ま
す
。
で
も
そ
う
い
う
学

生
っ
て
、
就
活
時
期
に
な
っ
て
「
本
当
に
や
り

た
い
こ
と
は
何
だ
っ
た
の
か
」
と
悩
む
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
、
日
本
に
は
事
業
所
数

で
四
〇
〇
万
位
働
く
場
所
が
あ
っ
て
、
民
間
企

業
は
五
二
〇
〇
万
人
以
上
の
労
働
者
を
抱
え
ま

す
。
他
方
で
公
務
員
は
三
五
〇
万
人
と
い
う
ご

く
一
部
の
世
界
で
す
。
視
野
を
狭
め
な
け
れ
ば

選
択
肢
は
無
数
に
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
他
人
の
話
に
基
づ
く
判
断
よ
り
、

自
分
で
納
得
い
く
よ
う
に
考
え
た
う
え
で
選
択

し
て
い
っ
た
方
が
良
い
。
そ
の
た
め
に
も
様
々

な
判
断
軸
を
持
っ
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

視野を狭めなければ選択肢
は無数にあるんですよ
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社
会
人
に
な
る
前
に
働
く
ル
ー
ル

を
知
っ
て
不
安
を
な
く
そ
う
！

知っていますか？
働きやすい職場をつくるためのルール

ワークルール検定のすすめ

「ワークルール検定」５つの特徴

　
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
は
、
働
く
と
き
に
必
要

な
法
律
や
決
ま
り
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
検
定
制

度
で
す
。

　
い
ま
、
職
場
の
環
境
が
変
わ
り
、
働
き
方
も

多
様
に
な
っ
て
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
い
ろ
い
ろ

な
問
題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

で
も
、
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
を
知
っ
て
い
れ
ば
問
題

を
未
然
に
防
止
で
き
た
り
、
解
決
で
き
た
り
す

る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

働
く
人
に
と
っ
て
は
、
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
自
分
や
仲
間
を
守
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
会
社
に
と
っ
て
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

推
進
や
人
材
の
確
保
に
役
立
ち
ま
す
。

だ
れ
も
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
を

つ
く
る
た
め
に
、
こ
の
検
定
制
度
を
大
い
に
生

か
し
て
く
だ
さ
い
。

い
ま
求
め
ら
れ
る

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定

啓
発
推
進
委
員
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
「
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
」
と
は
、
働
く
と
き
に
必

要
な
法
律
や
決
ま
り
の
こ
と
で
す
。

　
い
ま
、
職
場
で
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
な

い
場
面
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
よ
る
企
業
間
競
争
の
激
化
や
労
働
法

の
規
制
緩
和
、
働
き
方
の
多
様
化
な
ど
が
進
行

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
に
も
使

用
者
に
も
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
の
知
識
が
乏
し
い
た

め
で
す
。

　

知
識
が
欠
如
し
て
い
る
原
因
と
し
て
は
、

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
を
知
る
機
会
が
少
な
い
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
高
校
や
大
学
で
適
切
な
教
育

が
な
さ
れ
ず
、
ま
た
、
職
場
で
も
ワ
ー
ク
ル
ー

ル
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
、
ル
ー
ル
の
適
用

に
つ
い
て
相
談
す
る
機
会
も
あ
ま
り
な
い
の
が

現
状
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
ワ
ー
ク
ル
ー

ル
を
知
り
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
は
確
実
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
リ
ス
ト
ラ
や
労
働
条
件
の

引
き
下
げ
か
ら
自
分
や
仲
間
を
守
る
た
め
に
、

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
の
基
礎
知
識
は
と
て
も
役
に
立

ち
ま
す
。
ま
た
、
企
業
に
と
っ
て
も
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
を
守
り
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境

を
つ
く
る
た
め
に
は
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
の
知
識
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
ら
知
識
の
獲
得
を
応
援
・
支
援
す
る
の

が
、
こ
の
「
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
」
で
す
。

　
私
は
、
津
田
塾
大
学
で
、
社
会
課
題
の
解
決

や
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
つ
い
て
授
業
を
持
っ
て
い

ま
す
。
今
の
学
生
は
、
社
会
に
出
る
こ
と
や
働

く
こ
と
に
つ
い
て
と
て
も
大
き
な
不
安
を
抱
え

て
い
ま
す
。「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
や
「
過
労
死
」

と
い
っ
た
報
道
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
が
そ
の

原
因
の
よ
う
で
す
。

働
く
場
に
は
法
律
で
決
め
ら
れ
た
「
ワ
ー
ク

ル
ー
ル
」
が
あ
る
こ
と
、
違
反
を
取
り
締
ま
っ

て
く
れ
る
人
た
ち
や
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
人

た
ち
が
い
る
こ
と
を
、
し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
よ
り
良
い
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
を
創
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
働
く
人
が
声
を
上
げ
る
こ
と

が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
も
伝
え
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
を
広
め

る
活
動
の
お
手
伝
い
を
し
っ
か
り
と
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

１　いつでも誰でもチャレンジできる

２　自分の知識レベルを客観的に評価できる

３　知識レベルを効果的に深められる

４　職場や家庭で気楽に話題にできる

５　資格と連動できる

正社員はもちろん、学生、パート、アルバイト、派遣社員、そして管理職など、
誰でも受検できる自由な検定制度です。

自分を守り、働きやすい職場を実現す
るために実際に役立つ法律知識を身に
つけることができます。

社員が共通の法的知識をもつことに
よって、コンプライアンスを推進し、
無用な紛争を回避することができ、事
業を円滑に進めることができます。

効果的なワークルール教育が可能とな
り、職場の問題点も見えてくるので、
組織化の契機としたり、要求を結集し
やすくなります。

ワークルールが社会全体に浸透すれば、
過剰なサービスや低価格などを追求す
るのではなく働く者の立場も尊重する
社会や文化の構築にプラスとなります。

一人で学習するだけでなく、検定を受けることで知識の程度や欠点もわかり、
自分なりの目標設定ができます。

初級から中級への進級、また、講習会を受講することで、知識を効果的に得ることができ、
さらに知識レベルを深めることができます。

働くときに必要ですぐに役立つさまざまな問題を取り上げるので、堅苦しくならずに、
職場や家庭で気軽に話題にできます。

知識や能力を客観化・外部化する検定は、組合や企業、
社会の資格と連動させることができます。

村木厚子
（元厚生労働事務次官）

3
企業にとって

1
働く者一人ひとりにとって

2
労働組合にとって

4
社会にとって
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内定は、文書でもらわないと効果がない。
内定が出れば、直ちに働きはじめなければならない。
内定が出れば、労働契約が成立したこととなる。
働きはじめる前に内定が取り消された場合、労働者はこれ
に従わなければならない。

検定の詳細、申込み方法は
ワークルール検定協会公式サイトをご覧ください。
http://workrule-kentei.jp

一般社団法人ワークルール検定協会
代表理事・道幸哲也（会長）

使用者は、労働者の過半数を代表する者と協定を結ばなけ
れば、労働者に時間外労働をさせることができない。
１日７時間勤務の労働者を８時間働かせた場合、１時間分
は割増賃金を支払わなければならない。
使用者は、１か月に 60 時間以上時間外労働した労働者の
割増賃金の割合を下げることができる。
割増賃金の割合は、使用者が自由に決められる。

問 1こたえ「正解は３」

2020 年 11 月 23 日（月・祝）全国 47 都道府県で実施予定！

問２こたえ「正解は１」

採用内定について、正しいものをひとつ
選びなさい。

〈初級〉年２回 （６月ごろ・11 月）

〈中級〉年２回 （６月ごろ・11 月）

時間外労働について、正しいものをひとつ
選びなさい。

申し込み方法

問2

問1
１

１

２

２

３

３

４

４

１については、内定は要式を問わず、口頭でも成立します。２については、内定を受けて
も、就労開始が将来の特定日であれば、直ちに働きはじめる必要はありません。４について
は、内定取消にあたっては、客観的に合理的と認められ社会通念上相当な事由が必要ですの
で、当該事由がなければ内定取消は無効となります。

〒 101-0062
東京都千代田区神田駿河台 3-2-11
電話番号：03-3254-0545
E-mail:jimukyoku@workrule-kentei.jp

使用者が労働者を１日８時間・週 40 時間以上働かせるためには、労基法 36 条に定める協
定を労使間で結ぶ必要があります。割増賃金は、労基法に定める時間以上働いた際に発生す
るものですので、労働契約よりは長いが労基法の上限（１日８時間）に満たない時間の「残
業」では、割増賃金は発生しません。

ワークルール検定「例題」ワークルール検定の概要
ためしてみよう！

初級は、職場で問題になりやすいワークルールに関する初歩の知識の習得を目指します。受験
資格は特ぬありません。どなたでも受験出来ます。検定に先立ち 60 分間の労働法の基礎的仕
組みを解説する「ワークルール講習」を実施します。初級検定の受験・合格には、この「ワー
クルール講習」の受講が必須条件となります。
＊講習 60 分＋検定 45 分（マークシート方式 20 問）
＊検定料 2900 円

中級は実際に直面するとお見割れる具体的事例を設問とし、社会保険関連分野の問題も取り入
れ、ワークルールのほぼ全体を網羅して、その基本を理解できるようにすることを目的として
います。
＊受験資格：プレ検定または初級検定合格者
＊検定 80 分（マークシート方式 30 問）
＊検定料 4900 円（検定のみ）
＊事前講習会＋検定 9900 円

ワークルール検定公式サイト

日本ワークルール検定公式協会編公式テキスト＋問題集（旬報社刊）
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一般社団法人ワークルール
〒 420-0042
静岡市葵区駒形通１丁目 3-4
☎ 054-253-0966
http://www.workrule.jp/

一 般 社 団 法 人 ワ ー ク ル ー ル
一般社団法人ワークルールは、大学生などの若者を対象に社会で働く際に
必要となる基本的なワークルール（権利・義務）の普及活動を行っています。

ワークルール  検索 講座の様子も随時更新中 !

「内定承諾書にサインしたら内定辞退できないの？」
「授業もあるのになかなかバイトを休ませてくれない」

就職活動やアルバイトで困ったことや疑問に思ったことはありませんか？
そんな時はお気軽にご相談ください。

全国の大学・高校等で働く上で必要なルールやマナーを教える
一般社団法人ワークルールの講師陣（社会保険労務士）がお答えします。

ワークルール相談室
いつでもどこでも。PC でも、スマホでも。

ht tps://w w w.workrule.jp/

国の主な労働相談窓口

就活情報

厚生労働省　確かめよう労働条件　労働条件に関する総合情報サイト　
● 労働条件ほっとライン　労働条件について、平日夜間、土日・祝日に
無料相談できる電話相談窓口　☎ 0120-811-610
● 都道府県労働局・労働基準監督署及び総合労働相談コーナー
各都道府県労働局や各労働基準監督署などに設置されている

若者雇用促進総合サイト　
企業概要、雇用管理の状況、企業からのメッセージなど
企業情報・採用情報の公表

ハローワーク
雇用保険に関すること・就職活動に関すること

「ハローワーク求人ホットライン」　☎ 03-6858-8609

女性の活躍推進企業データベース
採用、育休取得率、平均残業時間、年次有給休暇取得率など
企業情報の公表

▶

▶

右記 QR コードから、お名前、メールアドレス、ご相談内容を
ご記入ください。相談フォームでのお問い合わせは

５日以内（土日祝日・年末年始を除く）にご返信いたします。

▶

▶


